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UPCell®を用い同一個体から採取した dDSCs の細胞シートを作製し，根面に密着させるよう  に移

















































































を得て，コロニー形成能を指標にイヌ抜歯窩肉芽組織由来細胞（Dental Socket derived Cells: 
DSCs）の分離を行っている。骨髄由来間葉系幹細胞（Bone Marrow Stromal Cells: BMSCs）を対照
とし，DSCs の幹細胞性を検討している。 
その結果， DSCs は，BMSCs と同様の細胞膜表面抗原発現動態を示し，in vitro において，
骨芽細胞，脂肪細胞，軟骨細胞への多分化能を有していた。また，DSCs は，BMSCs と比較
し，コロニー形成能が1.8 倍 (p<0.01，One way ANOVA/Tukey)，細胞遊走能が2.6 倍 (p<0.001，






















 5. 抜歯窩肉芽組織由来細胞が様々な細胞の集合体であることへの解釈について 
6. 抜歯窩肉芽組織由来細胞の中に歯根膜幹細胞が含まれている可能性について 
7. 歯周病モデルへの細胞移植実験において，他の細胞を用いた過去の報告について 
8. 抜歯窩肉芽組織を採取することの問題点について 
9. 同一の抜歯窩から採取した細胞の増殖能が有意に高いことへの考察について 
 
これらの試問に対していずれも適切な回答が得られた。よって，試験担当者は本申請者が博士（歯学）
の学位を授与されるに足る学識を有すると認めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
